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は じ め に

八千代A遺 跡は,帯 広市街 地の南約30kmの 標 高280m前 後 の台 地上 に位置 した遺跡 で,草 地造

成 ・草地整備 に伴 う緊急調査 で,昭 和60年 か ら平成元年 まで の5力 年 にわ たって発掘調査 が行 われ

た。縄文時代早期 か ら晩期 までの遺物等 が出土 して いるが,主 体 とな ったのは縄文時代早期 の集落跡

である。縄文 時代早期 に該 当す る住居等 の遺構 内外か ら出土 した土器 は,縄 文Ia期 に分類 された無

文,条 痕文 をベース に絡条体圧痕文,円 形刺 突文,沈 線文が施 文 され るか,無 文 もしくは地文 のみ

の,い わ ゆ る 「暁式土器 群」が主体 で ある(北 沢,1990)。 放射性 炭素 による年代測定値 は8230±

40yBP(Beta-205858),8240±40yBP(Beta-205859),8280±40yBP(Beta-205860)が 得 られてお り(北

沢 ・山原編2006),北 海道の縄文時代早期の遺 跡のなかでも古 い時期 に位置づ け られ る遺跡である。

発掘 に際 して得 られた炭化植物遺体 の一部 につ いて は発掘調査 直後 に山田(1990a)で 報 告 してい

るが,そ こで報告 したのは4個 体のコナ ラ亜属 ミズナ ラの子葉 と,15個 体 のキハダの果実であった。

平成2年9月 に帯広百年記念館で行われた博物館セ ミナーに参加 した際 に,同 館学芸員北沢氏 よ り先

に報告 した以外 に多 くの炭化植物遺体 資料 が存在す ることを知 らされ るとともに,そ の資料 を預かる

こととな った。

預か った炭化植物遺体 につ いては共著者 の柴 内が 同定 ・分類 し,出 土資料の詳細お よび コナ ラ属子

葉 の計測値は,共 著者で ある柴内(1997)が 札幌国際大学卒業論文で発表 している。 ここで使用 した

植物遺体表およびコナラ亜属子葉の計測値 は柴 内(1997)を 改編 した ものである。

1.植 物遺体の出土遺構および資料の処理方法

1)出 土 遺 構

植 物 遺 体 が 出土 した のは 第1地 点H-2,H-5,H-9,H-21～H23,H-30,H-32,H-36,H40～

H-47,H-50,H-51,H-56,H-58,H-59,H-61,H-64,H-67と,第2地 点 のH-3～H-7,H-9

～H-12
,H-102,H-104住 居 跡 な ど36基 の住 居 跡 床 面 ・炉 跡 ・焼 土 と,第2地 点 の 土 坑21,22と

第2地 点 の 土 坑2,第2地 点 の 屋 外 炉 と推 定 され る焼 土38で あ る。

2)資 料 の 処 理 と表示 方 法

大 型 な 植 物 遺体 に つ いて は 肉眼 で,小 型 の も の につ いて は実 体 顕 微 鏡 下 で 植 物遺 体 の 同定 ・抽 出 を

行 っ た。

表 示 に あた っ て は,キ ハ ダ の果 実 につ い て は2/3個 体 以 上 が残 存 して い る もの は1個 体 と して 数 え,

※1)北 海 道開拓記念館2)岐 阜大学大学院
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八千代A遺 跡から出土した植物遺体について

表1遺 構から出土した植物遺体リス ト
資料
国0.
地点名 遺構名 焼土Nα オニグルミ

堅果皮片(9)

コナラ亜属

子葉(個)

コナラ亜属

子葉(9)

キハダ果実
完形(佃)

キハダ果実
破片(個)

キハダ種子

(個)
キハダ(9)

ヤマブドウ

種子(個)

ミズキ種子

(個)

マメ科種子

(飼)
不明種
(働

1 第1地 点 H-5住 居跡 0.10 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

2 第1地 点 H-5住 居跡 0.08 1 0.06 一 一 一 一 一 一 一 一

3 第1地 点 H喝 住居跡 0.10 一 一 一 2 一 0.08 一 一 一 一

4 第1地 点 H-5住 居跡 0.20 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5 第1地 点 H-5住 居跡 1.33 1 0.07 1 1 一 0.ll 一 一 一 一

6 第1地 点 H-5住 居跡 0.26 2 0.23 一 1 一 <0.Ol } 一 一 一

7 第1地 点 H-5住 居跡 0.36 1 0.01 一 一 一 一 一 一 一 一

8 第1地 点 H-5住 居跡 0.06 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

9 第1地 点 H-5住 居跡 0.19 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

10 第1地 点 H-5住 居跡 0.67 一 一 } 1 一 0.02 一 一 一 一

11 第1地 点 H-5住 居跡 0.63 1 0.05 一 2 一 0.02 一 一 一 一

12 第1地 点 H喝 住居跡 0.15 } 一 一 一 一 一 一 一 一 一

13 第1地 点 H-5住 居跡 1.22 4 0.21 一 2 一 0.02 一 一 一 一

14 第1地 点 H-5住 居跡 0.62 3 0.16 一 一 一 一 一 一 一 一

15 第1地 点 H-5住 居跡 1.23 一 一 一 一 一 一 一 } 一 一

16 第1地 点 H-5住 居跡 1.52 23 2.16 一 一 『 一 一 一 一 一

17 第1地 点 H-5住 居跡 0.61 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

18 第1地 点 H-5住 居跡 0.60 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

19 第1地 点 H-5住 居跡 0.94 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

20 第1地 点 H-5住 居跡 0.87 3 0.ll 一 } 一 一 一 一 一 一

21 第1地 点 H-5住 居跡 1.40 1 0.04 } 一 一 一 一 一 一 一

22 第1地 点 H-5住 居跡 1.39 1 0.03 一 1 一 0.03 一 } 一 一

23 第1地 点 H-5住 居跡 0.37 1 0.08 一 一 一 一 一 一 一 一

24 第1地 点 H-5住 居跡 焼土x4 0.48 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

25 第1地 点 H-5住 居跡 炉 11.47 一 一 3 27 一 0.71 一 1 一 一

H-5住 居跡小計 26.85 42 3.21 4 37 一 0.99 一 1 一 一

26 第1地 点 H-2住 居跡 炉 0.96 6 0.38 1 2 } 0.13 一 4 一 一

27 第1地 点 H-9住 居跡 E炉 49.13 一 一 12 77 1 2.66 一 一 一 一

28 第1地 点 H-9住 居跡 炉 0.39 一 一 8 34 1 1.46 『 1 } 2

H-9住 居跡小計 49.52 一 一 20 lll 2 4.12 一 1 一 2
29 第1地 点 H-21住 居跡 4.24 一 一 一 } 一 一 一 　 一 一

30 第1地 点 H-22住 居跡 炉 2.00 一 一 3 9 一 0.29 一 一 一 2

31 第1地 点 H-21住 居跡 炉 3.19 一 一 一 } 一 一 一 一 一 一

H-21住 居跡小計 13.55 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

32 第1地 点 H-23住 居跡 炉 ・焼土 0.02 『 一 一 一 一 一 一 一 一 }

33 第1地 点 P-21 炉 1.21 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

34 第1地 点 P-22 炉 0.05 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

35 第1地 点 H-30住 居跡 炉 0.95 一 一 一 一 一 一 一 } 一 一

36 第1地 点 H-32住 居跡 炉 5.92 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

37 第1地 点 H-36住 居跡 炉 3.02 2 0.23 2 13 一 0.32 一 一 一 一

38 第1地 点 H-40住 居跡 炉 0.03 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

39 第1地 点 H-41住 居跡 炉 0.86 一 一 3 15 一 0.83 4 一 一 一

40 第1地 点 H-41住 居跡 炉 0.25 一 一 6 54 1 2.47 一 一 一 一

H-41住 居跡小計 1.11 一 一 9 69 1 3.30 4 一 一 一

41 第1地 点 H-42住 居跡 炉 0.12 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

42 第1地 点 H-43住 居跡 炉 3.35 一 一 一 1 一 <0.Ol 一 一 一 一

43 第1地 点 H-44住 居跡 炉 ・焼土 0.08 一 一 } 一 一 一 一 一 一 一

44 第1地 点 H-44住 居跡 炉 一 一 一 一 1 一 <0.Ol 一 一 一 一

H-44住 居跡小計 0.08 一 一 一 1 一 <0.01 一 『 一 一

45 第1地 点 H-45住 居跡 焼土 0.10 一 一 一 3 } <0.Ol 一 一 1 一

46 第1地 点 H-46住 居跡 炉 0.12 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

47 第1地 点 H-47住 居跡 炉 2.08 一 一 一 1 一 <0.Ol 一 一 一 一

48 第1地 点 H-21住 居跡 6.12 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

49 第1地 点 H-50住 居跡 炉 <0.Ol 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一

50 第1地 点 H-51住 居跡 0.52 } 一 3 12 一 0.48 一 一 一 一

51 第1地 点 H-51住 居跡 炉 0.11 一 一 11 40 一 2.07 一 一 一 一

H-51住 居跡小計 0.63 一 一 14 52 一 2.55 一 } 一 一

52 第1地 点 H-56住 居跡 炉 0.02 一 一 1 7 一 O.23 一 一 一 一

53 第1地 点 H-58住 居跡 焼土 0.02 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

54 第1地 点 H-59住 居跡 炉 4.27 1 0.12 } 一 一 一 1 一 一 一

55 第1地 点 H-61住 居跡 炉 0.08 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一

56 第1地 点 H-64住 居跡 焼土 0.29 4 0.39 8 14 一 1.00 一 一 一 2

57 第1地 点 H-67住 居跡 炉 5.86 1 0.04 } 一 一 一 一 一 一 一

第1地 点合計 135.76 56 4.37 62 320 3 12.92 5 6 1 6
58 第2地 点 H-3住 居跡 C炉 0.27 一 一 2 15 1 0.26 一 一 一 4

59 第2地 点 H-4住 居跡 E炉 0.77 一 } 一 14 一 0.26 一 一 一 一

60 第2地 点 H-5住 居跡 C2炉 0.96 一 一 3 35 一 0.73 一 1 一 1
61 第2地 点 H-6住 居跡 焼土 1.25 一 一 5 33 1 1.39 1 2 一 一

62 第2地 点 H-6住 居跡 炉 1.05 一 一 4 20 一 0.76 1 一 1 }

63 第2地 点 H-6住 居跡 E炉 22.43 一 一 16 99 1 3.56 一 } 一 一

H-6住 居跡小計 24.73 } 一 25 152 2 5.71 2 2 1 一

64 第2地 点 H-7住 居跡 C炉 0.20 一 一 7 65 } 1.75 一 一 一 }

65 第2地 点 H-7住 居跡 E炉 10.83 一 　 一 一 一 } 一 1 一 4

H-7住 居跡小計 ll.03 一 一 7 65 一 1.75 一 1 一 4

66 第2地 点 H-9住 居跡 C炉 0.86 一 一 10 99 1 2.79 一 一 一 一

67 第2地 点 H-10住 居跡 C炉 1.16 一 『 18 71 2 2.72 一 6 一 一

68 第2地 点 H-10住 居跡 E炉 32.28 一 } 20 llO 一 3.97 一 2 一 一

H-10住 居跡小計 33.44 一 一 38 181 2 6.69 一 8 『 一

69 第2地 点 H-ll住 居跡 焼土 0.20 一 一 } 一 一 一 一 一 一 一

70 第2地 点 H-ll住 居跡 C2炉 2.80 一 一 19 103 一 3.90 一 2 一 一

71 第2地 点 H-12住 居跡 C炉 10.12 一 一 4 41 一 1.05 一 1 一 一

72 第2地 点 H-ll住 居跡 E炉 87.43 一 一 22 274 2 8.41 一 一 一 一

H-11住 居跡小計 90.43 一 一 41 377 2 12.3i 一 2 一 }

73 第2地 点 H-102住 居 跡 焼土 4.51 一 } 一 1 一 <0.01 一 一 一 一

74 第2地 点 H-102住 居 跡 炉上の炭 20.60 一 一 一 1 1 0.Ol 一 一 一 一

75 第2地 点 H-102住 居 跡 C炉 28.17 一 一 1 ll 一 0.29 一 一 一 一

H-102住 居跡小計 53.28 } 一 1 13 1 0.30 一 一 一 一

76 第2地 点 H-104住 居跡 C炉 3.49 一 一 1 4 一 0.12 一 一 一 一

77 第2地 点 P-2 焼土 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

78 第2地 点 C-38 焼土 0.01 一 一 一 1 一 0.02 一 一 一 1

第2地 点合計 229.39 一 帥 132 997 9 3L99 2 15 1 Io

第1・2地 点合計 365.15 56 4.37 194 1317 12 44.91 7 21 2 16
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表2八 千代A遺 跡から出土 したコナラ亜属子葉計測値(単 位:mm)

遺 構 名 高さ 幅 厚さ 遺 構 名 高さ 幅 厚さ

H-5住 居跡 (9.85) (4.80) (5.25) H-5住 居跡 (9.25) (7.20) (3.20)

11.45 (10.30) (5.80) (9.60) (6.10) (5.10)

(8.40) (4.85) (3.80) (8.20) (3.25) (3.00)

(5。60) (2.95) (2.85) (9.60) (6.70) (3.60)

(7.40) (8.00) (4.70) (9.85) (7.20) (3.55)

(8.10) (7.45) (3.80) (7.60) (6.10) (5.00)

(5.80) (5.25) (3.95) (7.30) (4.95) (3.00)

(6.60) (4。95) (4.05) (8.05) (5.90) (2.85)

(7.50) (6.20) (3.85) (7.30) (5.40) (4.40)

(11.85) (ll.20) (4.10) (7.00) (5.50) (4.50)

(7.95) (4.10) (3.30) (6.50) (4.15) (4.15)

(7.10) (4.40) (4.05) (7.50) (5.70) (4.80)

11.60 (8.90) (5.10) (7.50) (6.80) (3.35)

(10.10) 10.00 (5.70) (9.00) (8.60) (4.20)

(12.Ol) (8.60) (4.95) H-2住 居跡 炉 (7.20) (3.90) (3.90)

(14.60) (5.10) (5.60) (6.00) (3.20) (3.20)

(12.65) (7.60) (4.90) (11.10) (9.20) (4.95)

(12.40) (4.95) (4.50) (8.15) (6.15) (4.60)

(13.70) (6.35) (5.95) H-36住 居跡 炉 11.85 7.95 (4.35)

(8.00) (8.95) (3.45) (9.55) (4.75) (4.65)

(11.50) (5.60) (6.10) H-59住 居跡 炉 (8.80) 9.10 (4.45)

(10.00) (6.20) (5.55) H-64住 居跡 焼土 10.80 10.20 (5.85)

(14.30) (9.40) (5.00) (ll.05) (8.25) (5.15)

(10.65) (6.20) (5.10) (8.00) (5.60) (3.60)

(11.25) (7.70) (4.50) (4.70) (3.10) (2.10)

(ll.50) (5.10) (4.40) H-57住 居跡 炉 (6.95) (5.10) (3.70)

(9.30) (7.45) (4.35)

それに満たないものについては破片として扱った。オニグルミの堅果皮片,コ ナラ亜属子葉,キ ハダ

果実 ・果実片 ・種子については,資 料番号が付されたパックごとに個数を数えたとともに重量を測定

し併記した(表1)。 他の果実種子については出土個数を表示し,コ ナラ亜属子葉について残存する

高さ,幅,厚 さを計測 し測定値を表2に 表示した。表示にあた り()を 付したものは破損 したもの

で,残 存部の最大値を示してある。

2.出 土 した植物遺体

先 に八千代A遺 跡 の植物遺体 について報告 した 山田(1990a)で は,第1地 点H-5,H-25,H-50

住居 跡,第2地 点 の土坑1か らコナ ラ亜 属の子 葉,第1地 点H-50,H-51,H-54住 居跡 と土坑1,

第2地 点 のH-4,H-7住 居跡,第4地 点 のH-4住 居跡か ら出土 したキハダ の果実 ・果実片 ・種子

の出土について報告 した。 また,現 生 のミズナ ラとカシワの計測値 をもとに,出 土 した コナ ラ亜属子

葉は ミズナ ラの子葉であった ことを報告 した。

このたびは第1表 に示 したよ うに,炭 化物資 料中 に含 まれ ていた植物遺体 は,オ ニグル ミ堅果皮

片,コ ナ ラ亜属子葉,キ ハダ果実 ・果実片 ・種子,ヤ マブ ドウ種子,ミ ズキ核,マ メ科種子である。

オニグル ミ(1勿g伽ss∫θ∂01伽鰯Maxim)堅 果皮片

大形の破片は少 な く,細 かな破片 が主で ある。大形の破片 は食後 に集め られ他 の場所 に廃棄 された

か,炉 な どで焼却 された可能性 が高い。各遺構か ら検 出されてい るが,第1地 点 のH-5,H-9住 居

跡 と,第2地 点のH-6,H-10,H-11,H-102住 居跡か らの出土量が多 い。

コナラ亜属(Qz46zα4ssp.)子 葉片

完形 のものはな く,縫 合線か ら半割 になった個体 もしくは破片 とな った,果 皮や種皮が除去 された
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八千代A遺 跡から出土した植物遺体について

子葉 のみが 出土 した。炭化物 中に果皮や種皮,座,殻 斗(総 苞)は 見 られず,子 葉 の状態で住居等の

遺構 内利用 されていたものと考え られる。

第1地 点H-2,H-5,H-36,H-59,H-64,H-67住 居 跡か ら出土 して いるが,H-5住 居跡 か ら

の出土量が多 く,第2地 点 の住居跡等 の遺構か らは検出 されていない。 いずれ も破片 の状態で出土 し

てお り,ミ ズナ ラかカシワかの判断は難 しいが,先 に報告 したものが ミズナ ラであった ことか ら,そ

の可能性が強い。

キハダ(、P履1046π〃oηα〃膨76ηsθRupar.)果 実・果実片 ・種子

完形 もしくはほぼ完形 に近 い果実や果実片が多 く出土 したほか,種 子 も出土 している。果実は幾分

つぶれた球形で,部 分的 に破損 した果実 の場合,果 肉に内包 された種子の一・部 が露 出す る。種子 は半

月形で,一 側面 に幾分細長 い月齊があ り,表 面全体 に微細な特徴あ る網 目が発達す る。第1地 点のH-9

住居跡内の炉,第2地 点のH-6,H-10,H-11住 居内の炉か らの出土量が多 い。

ヤマブ ドウ(γ魏soo忽"6'∫α6Pulliat)種子

側面観が先端が尖 った卵形,上 面観が楕 円形の種子 で,腹 面 に二つの穴が開き,平 面 には月齊がある

種子。

第1地 点 のH-41,H-59住 居跡 と,第2地 点のH-6住 居 跡か ら出土。

ミズキ(Co吻 πs60η'%o"67sαHemsley)核

側面観が横長 の楕 円形,上 面観が楕 円形で,上 端 がい くぶん尖 り,下 端 には謄があ る。また,表 面

には深い溝 が刻 まれ る。

第1地 点 のH-2,H-5,H-9住 居 跡 と,第2地 点 のH-5,H-6,H-7,H-10,H-11,H-12

住居跡か ら出土。

マメ科(Leguminosae)種 子

側面観 が楕 円形,上 面観が扁平 で,腹 面の 中央 に凹んだ月齊が ある。月齊はほぼ 円形で膀条 がみ られ

る。第1地 点 のH-45住 居跡 と,第2地 点 のH-6住 居跡か ら1個 ず つ出土。

3.縄 文時代早期 に利用 された植物 について

1)八 千代A遺 跡で利用された植物

八千代A遺 跡で使用されていた植物は,オ ニグルミ,コ ナラ亜属,キ ハダ,ヤ マブ ドウ,ミ ズキ

とマメ科種子である。オニグルミの堅果皮片は38軒 の住居跡か ら出土し,コ ナラ亜属子葉 ・子葉片

は6軒 の住居跡,キ ハダの果実 ・果実片 ・種子は24軒 の住居跡,ヤ マブ ドウ種子は3軒 の住居跡,

ミズキ核は9軒 の住居跡,マ メ科種子は2軒 の住居跡か ら出土している。出土した植物遺体のうち可

食部位が炭化したものはコナラ亜属子葉 ・子葉片とキハダの果実 ・果実片,マ メ科種子で,オ ニグル

ミの堅果皮片,キ ハダ,ヤ マブ ドウの種子 とミズキの核は不可食部位である。いずれも炭化 してお

り,偶 然に熱を受けたことによって残存したもので,炭 化しなかった植物遺体は時間の経過により分

解されたものと考えられる。
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表3縄 文時代早期の遺跡から出土した植物遺体

遺 跡 名 時 期

三
グ
ル
ミ

早
ラ
亜
属

号
科
鱗茎

ブ
ド
ウ
属

夫
ダ
美
キ

サ
ク
ラ
属

渉
レ
ン
属

ナ
ナ
カ

属
属

蓼
ズ
ミ
属

キ
イ

書
属

尊
グ
ワ

多
タ
ビ
属

完
シ
属

ラ

言
ト
コ

冥
科

タ

ラ
キ
属

呈
属

1 帯広市八千代A 前葉 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

2 豊頃町高木1 前葉 ○ ○

3 女満別町中央A 前葉 ○ ○ ○ ○

4 函館市中野A 前葉 ○ ○ ○

5 函館市中野B 前葉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 長万部町富野5 前葉 ○ ○ ○

7 長万部町富野3 前葉～中葉 ○

8 長万部町オバルベッ 中葉～後葉 ○ ○ ○

9 苫小牧市ニナルカ 後葉 ○ ○

10 苫小牧市静川5 後葉 ○ ○ ○ ○ ○

11 札幌市S256 後葉 ○ ○ ○

12 深川市納内5丁 目付近 後葉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2)道 内各地の縄文時代早期の遺跡から出土 した植物遺体

縄 文 時代 早 期 の遺 跡 か らは,八 千 代A遺 跡 の他 に函館 市 中野A,B遺 跡(吉 崎 ・椿 坂,1992,

1993,1996,1998),長 万部町富野3遺 跡(吉 崎 ・椿坂,1999),同 町富野5遺 跡(山 田,1999b),同

町オバルベツ遺跡(山 田,1999a),札 幌市S256遺 跡(上 野,1975),豊 頃町高木1遺 跡(北 海道 開拓

記念館,1989),女 満別 町中央A遺 跡(山 田,1997),苫 小牧市 ニナル カ遺 跡 ・静川5遺 跡(1998),

深川市納 内6丁 目付近遺跡(山 田,1990b)な ど12遺 跡か ら,オ ニグル ミ堅果皮,コ ナ ラ亜属子葉 ・

子葉片,ユ リ科 ネギ属鱗茎,ヤ マブ ドウ,キ ハダ果 実 ・種子,ミ ズキ,キ イチゴ属 マ タタ ビ属 ヤ

マグ ワ,ホ ウ ノキ ・コブ シ,ナ ナカマ ド属,サ クラ属 タラノキ属 エゾニ ワ トコ種子や ヒエ属穎果

など19種 類の植物遺体 の出土が報 告されて いる(表3)。

各遺跡で最 も多 く出土 して いるのが,脂 肪 に富んだ子葉 を生食できるオニグル ミの堅果皮片で,次

いで コナ ラ属子葉 ・子葉片,キ ハダの果実 ・種子,ブ ドウ属 ミズキの種子で ある。ユ リ科 ネギ属 の

鱗茎 も1遺 跡か ら出土 してお り,根 茎の利用 も行われて いた ことがわかる。 また,内 外穎 が剥離 しに

くい ヒエ属 も,内 外穎が剥離 した穎果の状態で出土 してお り,ヒ エ属種子 も利用 されていた可能性が

強い。

オニグルミの子葉や各種果実,ネ ギ属鱗茎は前処理な しで食用が可能であるが,コ ナ ラ亜属の子葉

にはタ ンニ ンが含 まれて いて,前 処理 な しでは食用 しがた い。 しか し,8遺 跡 か らコナ ラ亜属 の子

葉 ・子葉片 が出土 して お り,縄 文 時代早期 か らその利用 が始 まって いた ことを示 して いる。 なかで

も,八 千代A遺 跡 は放射性 炭素年代か ら縄文 時代早期 のなか で も早 い時期 にあた り,早 期 のは じめ

頃か ら利用が開始 されていた ことを示す もの となって いる。

4.コ ナ ラ亜属子葉 につ いて

1)コ ナラ亜属

これまで報告されている花粉分析結果では,ミ ズナラが主となった冷温帯落葉広葉樹林が北海道の
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低地 に分布 を完 了 した のは約8,000年 前頃で(前 田,1985),オ ニグル ミと同様 に縄文 時代早期 には

コナ ラ亜属の堅果 を食料 として採集す ることが可能な状態 とな っていた。道 内に分布するコナラ亜属

には コナ ラ,ミ ズナ ラ,カ シ ワの3種 が ある。 カシワは全道 の比較的乾燥 した火 山灰地や砂丘 上に分

布するほか,コ ナ ラは石狩低地帯か ら日高沿岸 を分布北限 とし,ミ ズナラが ほぼ全道各地 の台地や 山

地 に分布す る落葉広葉樹林や針広混交林の主要構成種 とな っている。

3種 のコナ ラ亜属の子葉 に含 まれ るタ ンニンの量 は,カ シワ→ ミズナ ラ→ コナ ラの順 に多 く,ア イ

ヌ民族 はタンニ ン量が少ないカシワを多 く利用 したとされる(知 里,1953・ 辻,1981)。

さて,コ ナ ラ亜属の樹木 は時 には純林を形成 し,道 内の低地林 では主要構成種 となる ことが多い樹

木 で,秋 には多量の堅果 を採集す ることが可能で ある。 しか し,コ ナ ラ亜属の堅果 の生産量 には周期

性 がある ことが指摘 されて いる。その周期 につ いては ミズナ ラでは3～4年(田 川,1977),4～5

年(原 田,1947)と されてお り,年 生産量 の豊 凶性 の差が大 きい(今 田,1972)。 ともする と,コ ナ

ラ亜属の堅果 は同地域 にお いて毎年の収穫が約束 されていた と考 えがちである。 生産量 に周期性があ

ることを周知 した上で食料資源 として活用 して いた とす れば別で あるが ,年 によって生産量 に豊凶性

が強 く現れる落葉広葉樹林の コナ ラ亜属 の堅果 に縄文人が食料 として どれほ ど期待 して いたかは不 明

であ る。

2)コ ナラ亜属子葉の出土状態について

縄文時代 早期 の遺跡か らコナ ラ亜属子葉 の出土が報告 されて いるのは,道 東か ら女満別 町中央A

遺 跡(山 田,1997),豊 頃町高木1遺 跡(北 海 道 開拓記念 館,1989) ,帯 広 市八 千代A遺 跡(山 田,

1990),札 幌 市S256遺 跡(上 野,1975),苫 小牧市 ニナル カ遺跡(吉 崎 ・椿 坂 ,1998),同 市静川5

遺跡(吉 崎 ・椿坂,1998),長 万部町富野3遺 跡(吉 崎 ・椿坂,1999),同 町オバル ベツ遺 跡(山 田,

1999)の8遺 跡で,今 のところ長万部 町以西 の縄文時代早期 の遺跡か らは出土 していな い。 コナ ラ亜

属子葉 が出土 した遺跡 の住居跡等 の遺構 に伴 う出土 土器 をみ る と,女 満別 町中央A遺 跡 ,豊 頃町高

木1遺 跡,帯 広市八千代A遺 跡か ら出土 した土器は貝殻文や 条痕文等が施文 され た平底系土器で あ

り,札 幌市S256遺 跡,苫 小牧市ニナルカ遺跡 ,同 市静川3遺 跡,長 万部町オバルベ ツ遺跡では東釧

路 式系も しくは コッタ ロ ・中茶路式系土器 が伴 う遺構等 にその出土 が限 られ る。

貝殻文尖底 式土器 が主体 となった函館 市中野B遺 跡 では,18軒 の住居 跡,12基 の土墳,5基 のT

ピ ッ トか ら土壌資料が採取 され浮遊選別 が行われて いるが,浮 遊物 中に含 まれていたのはオニグル ミ

の堅果皮片,キ ハダ の果実 ・種子 ,ブ ドウ属,ミ ズキ属,マ タタビ属,エ ゾニワ トコな どの種子や ヒ

エ属種子 で,コ ナ ラ亜属の子葉片 は一片 も出土 していない(北 海道環境文化研究セ ンター
,1999)。

主に道央 か ら道東で展開され た平底系土器を使用 した集団 内で ドング リ利用 の痕跡が発見 され ,本

州 との窓 口とな っていた道 南で展 開された貝殻文尖底土器 を使用 した集 団の遺跡か ら,ド ング リ利用

の痕跡が まだ発見 されていないのである。 貝殻文尖底土器 を使用 した集 団では ,ド ング リの処理方法

が異な って いて遺跡 内か ら発見 されていないのか,全 く利用 していなか ったのは今 の ところ不明であ

るが,道 央か ら道東 を主な土器分布域 とした平底系土器を使用 した集団が ドング リを利用 していた こ

とは確かである。

3)ド ング リの貯蔵 について

北海道では縄文時代全般をとおしてみても,遺 跡から出土した多くのコナラ亜属堅果は,子 葉の状

態で住居跡内床面,焼 土か らや,土 墳内や柱穴な どに廃棄された状態で出土するだけで,中 部 日本や

西日本で発見されている ドングリピットのように貯蔵された状態で出土したものはない。
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さて,貯 蔵庫 としてのピ ッ トは,東 日本では縄文 時代 前期～ 中期 に多 くみ られ るものの,貯 蔵 され

た堅果はオニグル ミや クリを中心 とした もので,コ ナラ亜属 の堅果 をま じえたものはきわめて少ない

(潮見,1977)。 北海道で も南西部 の渡 島半島の同時期 の遺跡か らフラスコ状 ピ ッ トと呼ば れる土j廣が

数多 く発掘 されて,そ こか ら堅果類 の出土が報告されているが,出 土状態 か らは廃棄 された様子が伺

え,貯 蔵され た状態で堅果類が出土 した例はない。

アイヌ民族 は冬期間 に ドング リを屋外 に放置する ことで,凍 結 ・融解 ・脱水が繰 り返 され,か んま

ん凍結によって細胞組織が壊れるのと,日 中の暖気による発酵 とが関与 し,渋 みが弱 まる もの と考 え

られ ている(辻,1981)。 冬期 の寒 冷な気候 がタ ンニ ンによる渋み を和 らげる のに役立 つ とした ら,

あえて土中に掘 ったピ ッ ト内に貯蔵す る必要性はな く,北 海道や東 日本において フラス コ状ピ ッ トな

どの貯蔵穴 か ら,コ ナ ラ亜属の堅果が まとまって出土す る ことがない理由の一つ をこのあた りに見 い

だす ことができるのか もしれない。

4)ド ングリの処理方法について

コナラ亜属の子葉は澱粉に富んでいるが,子 葉中にはタンニンが含まれていて,前 処理なしでは食

用しにくい食物である。しかし,前 処理(ア ク抜き)を 施 して水溶性のタンニンを除去することによ

ってえぐみを感 じることなく食用が可能 となる。松山(1972,1977)や 渡辺(1975)に よった民俗例

をもとにすると,コ ナラ亜属の子葉を食用するにあたっては,主 に煮沸によった加熱処理が必要とさ

れる。となると北海道において縄文時代早期の段階で,い わゆるアク抜き処理技術が確立されていた

か否かが問題となる。

渡辺(1986,1987)は 鹿児島県曽喚郡志布志町東黒土田遺跡で,縄 文時代草創期とされる凸帯文土

器を伴った貯蔵穴から,食 用にあたってアク抜き処理が必要な ドングリが出土したことに注 目し,土

器の起源とアク抜き処理技術の関係を意識的にとらえ,縄 文時代草創期において加熱と水晒 しを繰 り

返す果実加工技術によるアク抜き技術が開発され,石 皿等が出土し始める早期になって製粉具を使用

した粉末加工技術が確立されたと指摘した。

今のところ,堅 果類のアク抜き処理を目的とした施設 ・設備は本州の後 ・晩期の遺跡で発見されて

いるものの,早 期や草創期の段階での実態は不明で,民 俗例が唯一の根拠 となっている。もし,縄 文

草創期に加熱処理によったアク抜き技術が確立されていたとすれば,九 州から北海道までの距離は遠

いが,数 千年後に北海道に展開された縄文文化初期の段階でその技術が伝播 してきた可能性は否定で

きない。北海道で使用された縄文時代早期の土器が独自の起源を持ったものとは考えられず,土 器の

製作技術やその使用方法などとともに加熱処理によるアク抜き技術が伝播 してきたことも考えられ

る。 しかし,本 州 との窓口となっていた道南の貝殻尖底土器を使用 した集団の遺跡内からドングリを

使用 した痕跡が発見されないはなぜであろうか。

これまでに長万部町以東の縄文早期の遺跡から出土したコナラ亜属の子葉は,果 皮や種皮,座 が除

去された子葉の状態で出土してお り,果 皮や種皮,座 は住居外で除去され,子 葉の状態,粒 の状態で

利用されていたことを示している。

それが縄文時代の食用例につながるかどうかは不明だが,ア イヌ民族によった ドングリの利用例に

はアク抜きを意識 しない例が見られる。知里(1953)に よっては,カ シワの堅果を多量に採取し乾燥

させて蓄え,冬 に皮を剥いて白い身と豆を一緒に煮て,油 を入れながら杓子で こねて作った[nisew-

rataskep:ド ング リ ・料理]の 例 と,と りたてのカシワの堅果の皮 を剥いて灰を溶かした水で煮て,

臼に入れて掲いて[nisew-sito:ど ん ぐり ・団子]を 作って,そ れに鮭鱒の筋子を潰 したものをつけ

て食べた例(幌 別),母 乳不足の時に乾かして蓄えてあったこの果実を粉にして水に溶いて赤子に吸
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わせた(幌 別)な どの3例 が記載されている。

また,辻(1981)は 十勝アイヌの植物利用例を報告 した中で,ア イヌの人びとは道内に分布する3

種類のコナラ亜属のうち,最 もタンニン含有量が少ないカシワを多く食用していたこと,冬 にドング

リを屋外に放置することで凍結 ・融解 ・脱水が繰 り返 されて次第にタンニンによる渋みが弱まるこ

と,調 理に際して鮭のアラ等の動物性油脂 ・蛋白質,ア ルカロイ ド成分を含む乾燥させたキハダなど

と共に煮込むことによって,タ ンニンの渋みを消失させている例 を述べている。辻(1981)に よる

と,タ ンニンは蛋白質と凝固しやす く,魚 の皮,骨 中のゼラチンと結合し難溶性のタンニンとなるこ

と,キ ハダの果実には若干のアルカロイ ド(ベ ルベリン)が 含まれ,ア ルカロイ ドもタンニンと結合

し,タ ンニンの分子量を変化させることによって渋みを感 じさせず,そ の上に凍 らせてシャーベット

状にして食べるので,一 層に渋みを消失させるという。

知里(1953)に よった記載例は,灰 合わせや加熱処理によるアク抜き処理の存在と,油 を入れて煮

込む他の処理方法が存在していたことを示すものであり,辻(1983)に よったものも加熱処理 とは異

なる,動 物や果実を入れて煮込む食用例を示すもので,い ずれも粒の状態で食用していたことが多い

ことを示 している。

縄文時代におけるコナラ亜属堅果の食用法について,澱 粉取得を目的とした加工処理だけに注 目す

るのではなく,上 記のように ドングリを直接食用 とした方法にも目を向ける必要がある。縄文時代早

期の遺跡か らは,コ ナラ亜属の子葉と共に,ア イヌ民族が ドングリ料理を作る際に使用していたキハ

ダの果実が出土しており,そ の組み合わせから,ア イヌ民族にみられるような ドングリを粒の状態で

直接調理して食用 とする利用方法が縄文時代早期の早い頃に開発され,そ れが今日まで伝承されてき

た可能性が考えられる。
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